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第２章 人権に関する市民意識調査の結果概要 

 

   本計画の策定にあたり、令和２年９月に「人権に関する市民意識調査」を実施し

ました。以下は、その結果の概要です。 

 

調査対象 市内在住の 20歳以上の方 

標本数 2,500人 

抽出方法 住民基本台帳を基に層化無作為抽出 

調査方法 郵送による配布／郵送・ウェブによる回収 

有効回収率 45.2％ 

調査時期 令和２年（2020年）９月 

 

（１）人権に関する一般的意識 

 

 

「感染症等の感染者や患者の人権に関すること」（53.3％）と「インターネットを

悪用した人権侵害に関すること」（53.3％）が 5割を超えて最も関心が高くなってい

ます。このほか、「障害者の人権に関すること」（40.7％）、「こどもの人権に関する

こと」（40. 1％）、「女性の人権に関すること」（39.3％）と続いています。 

設問：日本における人権課題について、あなたが関心のあるものはどれですか。 

15.0%

39.3%

40.1%

30.5%

40.7%

21.1%

53.3%

31.8%

53.3%

17.6%

21.1%

1.1%

4.7%

18.2%

26.8%

36.3%

26.4%

40.4%

23.6%

52.9%

32.6%

54.9%

17.6%

26.2%

2.0%

4.7%

12.7%

49.8%

44.1%

33.8%

41.7%

19.7%

55.0%

31.9%

53.2%

17.9%

17.6%

0.3%

4.8%

全体

<n=1131>

男性

<n=488>

女性

<n=624>

同和問題に関すること

女性の人権に関すること

こどもの人権に関すること

障害者の人権に関すること

外国人の人権に関すること

感染症等の感染者や患者の人権に関すること

犯罪被害者とその家族の人権に関すること

インターネットを悪用した人権侵害に関すること

LGBTなどのセクシュアルマイノリティの人権に関すること

北朝鮮当局による人権侵害に関すること

その他

わからない

高齢者の人権に関すること
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（２）人権侵害の経験 

 

 

      

ここ５年間で自分や家族の人権を侵害されたと思ったことが「ある」と回答した

人は 11.6％で、10人に１人の割合です。男性より女性、特に若年層に人権侵害の経

験が多くなっています。 

また、人権侵害の経験が「ある」と回答した人（131人）について内容を聞いたと

ころ、最も多い人権侵害は「あらぬ噂をたてられたり、悪口・かげ口を言われたり

した」で５割を超えます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

設問：あなたはここ５年間に、自分や自分の家族の人権が侵害されたと思ったこ

とがありますか。 

 

。 

11.6%

10.9%

12.3%

22.6%

12.1%

15.3%

15.0%

9.5%

6.5%

87.1%

88.7%

87.2%

77.4%

87.9%

84.3%

83.6%

90.1%

93.1%

ある ない

全体 <n=1131>

男性 <n=488>

女性 <n=624>

２０～２９歳 <n=31>

４０～４９歳 <n=242>

５０～５９歳 <n=220>

６０～６９歳 <n=273>

７０歳以上 <n=262>

３０～３９歳 <n=91>

51.1%

18.3%

7.6%

12.2%

7.6%

10.7%

3.1%

18.3%

6.1%

4.6%

2.3%

6.9%

16.8%

1.5%

56.6%

30.2%

11.3%

7.5%

7.5%

7.5%

1.9%

15.1%

1.9%

1.9%

1.9%

3.8%

13.2%

3.8%

48.1%

10.4%

3.9%

15.6%

6.5%

13.0%

3.9%

20.8%

7.8%

5.2%

2.6%

9.1%

19.5%

0.0%

全体

<n=131>

男性

<n=53>

女性

<n=77>

あらぬ噂をたてられたり、悪口・かげ口を言われたりした

公的機関や企業から不当な扱いを受けた

地域社会から仲間はずれにされた

学校でいじめられたり仲間はずれにされた

性別による性役割について強要されたり差別的な扱いを受けた

障害による差別的な扱いを受けた

感染症を理由とする差別的な扱いを受けた

プライバシーを侵害された

ストーカー行為、痴漢行為、その他の性被害を受けた

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）を受けた

マタニティ・ハラスメント（妊娠・出産等を理由にする不利益な取
扱い）を受けた

ドメスティック・バイオレンス（配偶者や恋人からの暴力）を受
けた

その他

覚えていない
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（３）部落差別（同和問題） 

 

 

約８割の人は同和問題を「知っている」と答えています。 

「学校教育、社会教育を通じて、差別をなくし、人権を大切にする教育活動、啓

発活動を積極的に行う」が４割を超えて最も高くなっています。 

設問：あなたは「同和地区」（部落）と呼ばれている地区があること、あるいは「同

和問題」、「部落差別」と言われる問題を知っていますか。 

 

。 

設問：同和問題を解決するためには、どのようにしたらよいと思いますか。 

78.5%

79.5%

78.4%

64.5%

60.4%

76.0%

79.1%

81.3%

86.6%

19.4%

18.6%

19.9%

32.3%

39.6%

23.1%

20.0%

14.7%

10.7%

2.1%

1.8%

1.8%

3.2%

0.0%

0.8%

0.9%

4.0%

2.7%

知っている 知らない 無回答

全体 <n=1131>

男性 <n=488>

女性 <n=624>

２０～２９歳 <n=31>

３０～３９歳 <n=91>

４０～４９歳 <n=242>

５０～５９歳 <n=220>

６０～６９歳 <n=273>

７０歳以上 <n=262>

46.2%

21.3%

17.2%

15.2%

14.1%

11.5%

10.2%

10.0%

6.8%

8.0%

2.5%

全体

<n=888>

学校教育、社会教育を通じて、差別をなくし、人権を

大切にする教育活動、啓発活動を積極的に行う

同和地区のことや差別のことなどを口に出さないで、

そっとしておけば自然になくなる

差別したり差別を営利目的などに使ったりする者を法

律で処罰する

部落差別の解消の推進に関する法律の基本理念に基づき、差

別を解消する必要性について周知する

基本的人権を守り、真の民主主義の確立を目指す国民

的運動を拡大、強化する

同和地区の生活環境をよくする

同和地区の人々の収入が安定、向上し、教育水準や

生活力が高くなる

同和地区の人々が、差別に負けず、積極的に行政や

同和地区外の人々に働きかけていく

同和地区の人が一定の地域に集中して住まないように

する

その他

わからない
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（４）女性の人権 

 

 

「職場における待遇（採用・昇格・昇進・賃金など）の男女格差」の項目で５割

以上の人が女性の人権が尊重されていないと感じています。 

 

 

「男女がともに家庭と仕事を両立できる支援策の充実」が５割を超えて最も高く

なっています。 

設問：女性の人権が尊重されていないと感じるのは、どのようなことですか。 

設問：女性の人権を守るために、どのようなことが必要だと思いますか。 

54.4%

46.2%

42.4%

39.9%

37.8%

34.3%

21.7%

13.1%

9.7%

9.6%

10.3%

1.6%

全体

<n=1131>

職場における待遇（採用・昇格・昇進・賃金など）の男女格差

「男は仕事、女は家庭」などの性別による役割分担意識を押し付

けること

セクシュアル・ハラスメント（性的いやがらせ）

ストーカー行為、痴漢行為、その他の性被害

マタニティ・ハラスメント

（妊娠、出産等を理由にする不利益な取扱い）

配偶者や交際相手からの暴力

（DV：ドメスティック・バイオレンス）

売春、買春（援助交際を含む）

内容に関係なく、女性の水着やヌード写真などを用いた

広告物の提出など

理工系分野の学習の機会と進路選択における男女の差

女性の容姿を競うコンテスト

その他

特にない

55.8%

42.3%

37.7%

34.1%

31.9%

29.4%

28.6%

27.5%

23.3%

5.3%

4.6%

2.7%

全体

<n=1131>

男女がともに家庭と仕事を両立できる支援策の充実

女性の就労機会の確保や職場における男女の均等な処遇へ

の働きかけ

男女平等や性に関する教育の充実

「男は仕事、女は家庭」などの固定的な性別役割分担意識を変えるた

めの啓発活動

DV等の暴力から女性を守るための支援体制の充実

各種審議会や管理職など、様々な意思決定や方針決定の場への女性参

画の促進

性的被害の相談窓口や予防教育

法律・制度の制定や見直しを行う

女性の人権相談窓口や支援体制の充実

その他

特にない

わからない
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（５）こどもの人権 

 

 

 

半数以上が「仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることをする、

あるいはさせたりするなど、いじめをすること」と「保護者などがこどもを、身体

的、心理的、性的に虐待したり、育児を放棄したりすること」を指摘しています。 

 

 

「こどもに自分を大切にすることや他人への思いやりを教える」が約５割で最も

高くなっています。 

設問：こどもに関する事柄で、特に人権上問題があると思われるのは、どのよう

なことですか。 

設問：こどもの人権を守るために必要なことは、どのようなことだと思いますか。 

62.4%

58.2%

32.3%

28.5%

26.0%

21.9%

17.0%

15.6%

14.0%

2.7%

0.2%

全体

<n=1131>

仲間はずれや無視、身体への直接攻撃や相手が嫌がることをす

る、あるいはさせたりするなど、いじめをすること

保護者などがこどもを、身体的、心理的、性的に虐待したり、育児

を放棄したりすること

いじめをしたり、されたりしているのを見て見ぬふりをするこ

と

教師による言葉の暴力や体罰を加えること

無料通信アプリやSNS等を用いて、特定の人物を誹謗中傷する

こと

こどもの虐待に気づいても、関係機関に通告せず見て見ぬふ

りをすること

出会い系サイトやSNS等の書き込みなど、暴力や性についてこども

にとって有害な情報があること

児童買春・売春、児童ポルノなど

学校や就職先の選択などに関するこどもの意見を、大人が無視した

り、考えを押し付けたりすること

わからない

その他

49.2%

33.5%

31.9%

31.7%

31.5%

26.4%

20.8%

19.1%

18.9%

2.4%

1.3%

全体

<n=1131>

こどもに自分を大切にすることや他人への思いやりを教える

児童虐待や性犯罪など、こどもが被害者となる犯罪の取締りや罰

則を強化する

こどものための相談体制を充実する

家族の中でお互いの人権を尊重して温かい家庭をつくる

教師への研修を充実して教師の能力や資質を高める

こどもの人権を守るための教育や啓発活動を推進する

地域の人々が他人のこどもに関心を持って接する

インターネットや携帯電話の利用等に係る規制を強化する

こどもの個性や自主性を尊重し、大人の考え方を押し付けない

その他

わからない
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（６）高齢者の人権 

 

 

 

「悪徳商法、特殊詐欺の被害が多い」が約３割で最も高くなっています。  

 

 

「高齢者の生活の安定を図る」ことが４割を超えて最も高くなっています。 

設問：高齢者に関する事柄で、特に人権上問題があると思われるのは、どのよう

なことですか。 

設問：高齢者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

27.8%

26.0%

22.3%

21.1%

17.6%

15.6%

14.5%

10.6%

9.4%

8.6%

4.6%

6.1%

0.6%

全体

<n=1131>

悪徳商法、特殊詐欺の被害が多い

高齢者の身体機能の衰えに対する周囲の理解が不足している

家庭や地域社会から孤立している人が多い

経済的な保障が不十分な人がいる

まちの中で暮らしていくのに不便が多い

認知症に対しての理解が乏しい

病気などになったとき、十分な看護や介護が受けられない

知識や経験を生かす場が少ない

高齢者に対する虐待がある

アパートなど住宅への入居を断られることがある

高齢者の意見や行動が尊重されない

その他

わからない

41.4%

33.1%

30.6%

21.5%

21.5%

20.2%

17.5%

15.5%

8.5%

5.3%

1.0%

全体

<n=1131>

高齢者の生活の安定を図る

高齢者に対する相談や支援体制を充実させる

高齢者の生涯学習、ボランティア活動、就業の機会を増やす

高齢者の生活や権利を守る制度を充実させる

建物のバリアフリー化等の整備や公共交通機関の改善を行う

高齢者に対する尊厳や感謝の心を育てる機会を設ける

高齢者一人ひとりにあった施策を充実させる

行事を通じて高齢者の福祉に関心と理解を深める

成年後見制度の周知と利用促進

その他

わからない
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（７）障害者の人権 

 

 

 

   「障害のある人や障害についての理解が不足している」が約６割で最も高くなっ

ています。 

 

 

「相談・支援体制の充実」が４割で最も高くなっています。また、「就労支援や雇

用確保（障害者雇用率の達成）」、「障害のある人を正しく理解するための教育や啓発

活動」が３割を超えます。 

設問：障害者に関する事柄で、特に人権上問題があると思われるのは、どのよう

なことですか。 

設問：障害者の人権を守るためには、どのようなことが必要だと思いますか。 

40.0%

35.2%

34.4%

28.2%

15.4%

9.4%

4.5%

7.0%

1.1%

全体

<n=1131>

相談・支援体制の充実

就労支援や雇用確保（障害者雇用率の達成）

障害のある人を正しく理解するための教育や啓発活動

障害者が使いやすいような道路や施設などの環境整備

障害のある人とない人との交流促進

スポーツや文化活動など、障害者の社会参加の促進

成年後見制度の周知と利用促進

その他

わからない

57.0%

24.9%

22.2%

21.0%

11.5%

9.3%

6.2%

4.6%

10.3%

1.0%

全体

<n=1131>

障害のある人や障害についての理解が不足している

就職・職場で不利な扱いを受ける

まちの中で暮らしていくのに不便が多い

地域社会から孤立しがちである

障害者に対する虐待がある

生活に必要な情報が入手しづらい

アパートなど住宅への入居が困難である

結婚問題で周囲から反対を受けることがある

その他

わからない
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（８）外国籍の人の人権 

    

 

「日本語を十分理解できないため、日常生活に必要な情報が得られないこと」が

５割を超えて最も高く、次いで「就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におか

れていること」となっています。 

 

 

「外国人の文化や生活習慣などへの理解を深めたり、交流の機会を増やす」が約

５割で最も高くなっています。また、「外国人のための相談体制の充実を図る」と「外

国人の日常生活に必要な情報を外国語などにより提供する」が４割を超えています。 

設問：外国人の人権について問題があると思うものを選んでください。 

設問：外国人の人権を守るためには、どのようなことが重要だと思いますか。 

51.4%

43.1%

32.4%

14.5%

28.3%

7.6%

2.5%

1.1%

14.9%

7.3%

52.0%

41.4%

36.1%

17.4%

29.7%

8.0%

3.1%

1.8%

12.7%

8.2%

51.1%

45.0%

30.0%

12.3%

27.7%

7.2%

1.8%

0.6%

16.2%

6.9%

全体

<n=1131>

男性

<n=488>

女性

<n=624>

日本語を十分理解できないため、日常生活に必要な情報が得られないこと

就職や仕事の内容、待遇などで不利な条件におかれていること

宗教や慣習が違うことで、地域社会に受け入れられにくいこと

外国人の子どもが、十分な教育を受けられないこと

外国人に対する差別的な発言や行動をとること

住宅を容易に借りることができないこと

結婚問題で周囲から反対を受けること

その他

わからない

特に問題と思うことはない

49.0%

41.7%

40.5%

29.6%

26.8%

7.3%

4.3%

11.4%

4.8%

1.6%

全体

<n=1131>

外国人の文化や生活習慣などへの理解を深めたり、交流の機会を増

やす

外国人のための相談体制の充実を図る

外国人の日常生活に必要な情報を外国語などにより提供する

外国人のための日本語学習の機会を提供する

外国人のための就労の場を確保する

外国人のための住宅の確保を容易にする

外国人との結婚に対する偏見等をなくす

その他

わからない

特に重要だと思うことはない
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（９）HIV等感染症に関する人権 

   

 

 

   「患者や感染者のプライバシー保護」が５割を超えて最も高くなっています。 

 

 

 

「患者等への偏見・差別の解消のための啓発」が最も高く、次いで「検査・治療

内容についての情報提供及び体制の充実」となっており、それぞれ６割を超えてい

ます。 

設問：エイズ患者、ＨＩＶ感染者の人権を守るために、必要なことはどのような

ことだと思いますか。 

設問：新型コロナウイルス感染症患者やその家族、医療従事者等の人権を守るた

めに必要なことは何ですか。 

61.3%

61.1%

57.4%

44.7%

24.3%

3.0%

2.7%

0.8%
全体

<n=1131>

患者等への偏見・差別の解消のための啓発

検査・治療内容についての情報提供及び体制の充実

患者等へのプライバシー保護

新型コロナウイルス感染症についての情報提供

相談体制の充実

その他

わからない

特にない

56.0%

45.2%

41.1%

33.6%

27.9%

22.0%

9.3%

1.2%

0.8%

全体

<n=1131>

患者や感染者のプライバシー保護

HIV検査、治療内容についての情報提供、検査・治

療体制の充実

患者や感染者への偏見・差別の解消

エイズ、HIV（エイズウイルス）についての情報提供

保健所、医療機関等における相談・指導の充実

患者や感染者へのカウンセリングの実施

その他

わからない

特にない
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（10）犯罪被害者やその家族の人権 

   

 

 

「プライバシーに配慮した取材活動や報道」が７割を超えて圧倒的に高くなって

います。 

 

（11）性的マイノリティ（LGBTQ）の人権 

 

 

 

「知っている」と答えた人は、約８割です。 

 

 

 

 

「セクシュアルマイノリティに対する周囲の理解が不足している」が約５割とな

っています。 

設問：犯罪被害者等の人権が守られるためには、どのようなことが必要だと思い

ますか 

71.4%

37.1%

19.2%

18.1%

17.1%

13.4%

4.9%

6.2%

1.2%

全体

<n=1131>

プライバシーに配慮した取材活動や報道

犯罪被害者等の安全の確保

犯罪被害者等への公的機関の補償や貸付金などによる経済

的負担の軽減

犯罪被害者等に対する相談体制の充実

捜査や裁判の過程における配慮

転居支援や緊急避難場所の提供などによる居住の安定

家事、介護又は保育などの日常生活支援

その他

わからない

設問：あなたはセクシュアルマイノリティ（またはＬＧＢＴ）という言葉を知っ

ていますか。 

設問：セクシュアルマイノリティ（LGBT）に関する事柄で、特に人権上問題があ

ると思われるのは、どのようなことですか。 

76.7% 18.9% 4.3%
全体

<n=1131>

はい いいえ 無回答
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（12）インターネット等による人権侵害 

    

 

 

「違法な情報発信者に対する監視、取締りを強化する」が７割を超えて最も高く

なっています。 

設問：インターネットの悪用による人権侵害を解決するためには、どのようなこ

とが必要だと思いますか。 

75.9%

47.1%

22.7%

19.6%

9.3%

5.4%

1.0%

全体

<n=1131>

違法な情報発信者に対する監視、取締りを強化する

プロバイダに対し情報の停止・削除を求める

学童期における情報モラル教育を充実する

インターネットにより被害を受けた人のための相談・救済体

制を充実する

インターネット利用者やプロバイダに対して啓発活動を推進

する

その他

わからない

49.2%

28.6%

23.9%

19.0%

16.0%

12.3%

11.9%

11.8%

7.2%

4.7%

3.2%

19.5%

0.8%

全体

<n=1131>

セクシュアルマイノリティに対する周囲の理解が不足し

ている

家庭や学校、職場などで理解されないこと

セクシュアルマイノリティに対する差別的な発言や行動

をとること

個人のセクシュアリティに関する周囲のうわさ話やSNS上

の情報

公的機関や企業から不当な扱いを受けること

同性婚が認められないこと

就職・職場で不利な扱いを受けること

性別で区分された設備（トイレなど）が使いにくいこと

申請書などの性別欄が男性または女性しかないこと

病院や医療支援にかかりにくいこと

同性カップルでアパート等への入居を断られること

その他

わからない




